
だ
い
ぶ
涼
し
く
な
っ
て
き
た
、
今

日
こ
の
頃
で
す
が
、
呉
竹
会
の
皆
様

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
如
何
お
過
ご

し
で
し
ょ
う
か
？

日
本
は
現
在
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

流
行
の
第
七
波
の
猛
威
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
今
後
の
見
通
し
が
付
か

な
い
状
況
で
す
。
一
方
、
世
界
で

は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
対
す
る
ロ
シ
ア

の
侵
攻
に
よ
り
、
世
界
的
な
食
糧
不

足
や
燃
料
の
高
騰
が
発
生
し
、
政
情

不
安
な
状
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
そ
の
不
安
に
か
ら
れ
て
、
世
界

各
地
で
、
小
さ
な
争
い
や
テ
ロ
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
、
地
球
温

暖
化
の
影
響
と
思
わ
れ
る
異
常
気
象

が
、
世
界
各
地
で
起
き
て
い
ま
す
。

例
と
し
て
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
干

ば
つ
が
深
刻
で
、
川
の
水
位
が
下
が

り
、
三
千
年
前
の
古
代
遺
跡
が
顔
を

だ
し
ま
し
た
。
パ
キ
ス
タ
ン
で
は
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
氷
河
が
異
常
に
溶
け
、

洪
水
と
な
り
、
国
土
の
三
割
以
上
が

水
没
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

を
鑑
み
る
と
、
世
界
の
社
会
状
況
及

び
自
然
環
境
が
、
不
安
定
で
大
変
な

状
況
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
私
た
ち
は
、
医
療
の
一
端
を

担
っ
て
い
る
者
と
し
て
、
こ
の
よ
う

な
状
況
の
世
の
中
に
対
し
、
ど
の
よ

う
に
携
わ
っ
て
い
く
の
が
よ
い
か
、

少
し
で
も
良
い
方
向
に
持
っ
て
い
け

る
か
、
常
に
考
え
て
、
行
動
し
て
い

く
べ
き
で
し
ょ
う
。

私
た
ち
が
す
ぐ
に
取
り
組
め
る
こ

と
を
、
ち
ょ
っ
と
思
案
し
て
み
ま
し

た
。
ま
ず
は
、
コ
ロ
ナ
（
感
染
症
）

に
対
し
て
で
す
が
、

一
、
基
本
的
な
こ
と
と
し
て
、「
手
洗

い
」、「
密
集
を
避
け
る
」
こ
と
。

二
、
予
防
の
観
点
か
ら
、
ワ
ク
チ
ン

接
種
を
推
奨
す
る
こ
と
。

こ
れ
ら
を
啓
蒙
し
て
い
く
こ
と
が
、

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
ま

た
、
不
調
を
訴
え
て
施
術
に
来
ら
れ

る
患
者
さ
ん
に
対
し
て
、
常
に
初
心

を
忘
れ
ず
誠
心
誠
意
対
応
し
て
い
く

こ
と
が
、こ
の
よ
う
な
状
況
下
で
は
、

特
に
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
初
心
と

は
、
東
京
医
療
専
門
学
校
に
入
学
し

た
て
の
熱
意
を
常
に
忘
れ
な
い
こ
と

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
現
状
の
日

本
経
済
は
、
世
界
的
な
原
油
高
、
物

価
高
、
そ
し
て
、
数
十
年
ぶ
り
の
円

高
に
よ
り
、大
変
厳
し
い
状
況
で
す
。

私
た
ち
の
業
界
も
、
当
然
の
こ
と
な

が
ら
影
響
を
受
け
、
厳
し
い
環
境
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
是
非
と
も
、

日
本
政
府
に
は
、
対
応
策
を
検
討
し

て
い
た
だ
き
た
い
と
考
察
し
ま
す
。

わ
れ
ら
の
東
京
医
療
専
門
学
校

は
、
二
〇
二
六
年
に
百
周
年
を
迎
え

ま
す
。
そ
の
行
事
の
一
環
と
し
て
、

四
谷
校
舎
を
新
築
し
て
い
ま
す
。
こ

こ
で
少
し
、
百
周
年
の
歴
史
を
会
員

の
皆
様
と
共
有
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
。
創
立
者
の
坂
本
貢
先
生
は
、
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）
十
月
に
、

呉
竹
学
園
の
前
身
で
あ
る
、
東
洋
温

灸
医
学
院
を
設
立
し
ま
し
た
。
昭
和

六
年
十
月
、
私
立
学
校
と
し
て
、
認

可
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

東
京
大
空
襲
の
戦
災
を
受
け
た
学
校

と
し
て
は
、
東
京
で
最
も
早
く
再
建

し
、
昭
和
二
十
二
年
に
は
、
戦
時
中

に
在
学
し
て
い
た
本
科
生
を
、
無
事

に
卒
業
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
昭
和
二
十
三
年
に
は
、
柔
道
整

復
科
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
に
は
、

厚
生
大
臣
よ
り
養
成
施
設
と
し
て
、

東
京
高
等
鍼
灸
学
校
が
認
可
さ
れ
、

昭
和
二
十
九
年
に
は
、
厚
生
大
臣
に

よ
り
、
柔
道
整
復
師
養
成
施
設
と
し

て
、
認
可
が
お
り
た
そ
う
で
す
。
ま

た
、
昭
和
三
十
一
年
十
月
に
、
東
京

都
知
事
よ
り
学
校
法
人
呉
竹
学
園
と

し
て
認
可
が
お
り
ま
し
た
。現
在
は
、

呉
竹
学
園
・
呉
竹
メ
デ
ィ
カ
ル
ク
リ

ニ
ッ
ク
・
呉
竹
学
園
東
洋
医
学
臨
床

研
究
所
・
ベ
テ
ル
南
新
宿
診
療
所
を

開
設
し
て
、
四
谷
本
部
校
舎
の
建
て

替
え
を
経
て
、
新
し
い
ス
タ
ー
ト
を

切
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
百
年

続
い
た
こ
と
は
、
ひ
と
え
に
呉
竹
会

の
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。

呉
竹
会
の
皆
様
に
は
、
是
非
と
も

四
谷
新
校
舎
が
完
成
し
た
暁
に
は
、

見
学
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

不
安
定
な
世
の
中

呉
竹
会

会
長

牛

込

信

喜

学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金について
　学校法人呉竹学園創立100周年記念事業募金も皆様のご協力をもちまして、多くの卒業生の方より賛同を得ること
ができました。この場をもちまして厚く御礼を申しあげます。
　記念事業の一環として、現在四谷本部校舎の一部建て替え工事を行っております。既に旧本館・４号館・７号館は
解体が完了し、2022年８月時点で地下の掘削工事が進められています。新校舎の建築状況や、その他記念事業につき
ましても、くれたけだよりや学校ＨＰにてお知らせしてまいります。
　呉竹会会員の皆様方には更なるご理解とご協力を賜れればと
思い、今年度の春号に振込用紙をお送りしております。「100周
年記念事業募金」に関するお問い合わせがございましたら、右
記の「法人事務局　寄付金募集係」までお問い合わせください。
呉竹会会員の皆様方のご理解・ご協力を賜れますよう重ねてお
願い申しあげます。

〔お問い合わせ先〕
学校法人呉竹学園　法人事務局　寄付金募集係
〒160-0004　東京都新宿区四谷2-9-5
TEL　03-5362-3776

く
れ
た
け
だ
よ
り

く
れ
た
け
だ
よ
り

■発行所
　呉 竹 会
　〒160－0008
　東京都新宿区四谷三栄町16-12
東京医療専門学校内
　TEL  03－3341－4043
https://www.kuretake.ac.jp
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号
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二
〇
二
二
年
五
月
二
十
九
日（
日
）

に
「
呉
竹
会
総
会
・
講
演
会
」
が
執

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
前
年
に
続
き
、

依
然
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
が
収
ま
ら
な
い
中
で
、
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。
副

会
長
の
金
谷
先
生
よ
り
開
会
宣
言
が

あ
り
、牛
込
信
喜
会
長
の
あ
い
さ
つ
、

そ
し
て
東
京
医
療
専
門
学
校
校
長
か

ら
の
祝
辞
が
あ
り
、
次

に
四
月
に
開
催
さ
れ
た

理
事
会
で
承
認
さ
れ
た

議
題
に
沿
っ
て
呉
竹
会 

事
務
局
及
び
、
経
理
部

長
で
あ
る
倉
持
栄
一
先

生
よ
り
報
告
を
行
い
、

全
て
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　
最
後
に
副
会
長
の
船

水
隆
広
先
生
に
よ
り
閉

会
宣
言
が
あ
り
総
会
は

終
了
。

　
総
会
後
は
講
演
会
と

し
て
、
本
校
姉
妹
校
を

卒
業
さ
れ
た
花
前
裕
太

先
生
に
、
独
自
の
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
方
法
に
つ

い
て
の
ご
講
演
を
い
た

だ
き
、
二
〇
二
二
年
度

の
総
会
・
講
演
会
は
無

事
終
了
し
ま
し
た
。

１．会員名簿の整備

２．呉竹会基金の募集

３．全国組織網の拡充

　（イ）未組織支部の拡充

　（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）

４．「くれたけだより」の発行

　　2021年５月　第51号　9,000部

　　2021年10月　第52号　9,000部

５．呉竹祭の開催（中止）

６．呉竹医学会への協賛

７．鍼灸マッサージ教員養成科

　　卒業論文の贈呈

　　2022年３月

８．2021年度　東京医療専門学校

　　卒業式　呉竹会賞　表彰

　　2022年３月17日

　　　鍼灸マッサージ科　２名

　　　鍼灸科　　　　　　２名

　　　柔道整復科　　　　３名

　　　鍼灸マッサージ教員養成科　１名

2021年度　事業報告

１．会員名簿の整備

２．呉竹会基金の募集

３．全国組織網の拡充

　（イ）未組織支部の拡充

　（ロ）発足支部会の活動援助

（10支部）

４．「くれたけだより」の発行

　　2022年５月　第53号　8,500部

　　2022年10月　第54号　8,500部

５．呉竹医学会への協賛

６．鍼灸マッサージ教員養成科

　　卒業論文の贈呈

　　2023年３月

７．2022年度　東京医療専門学校

　　卒業式　呉竹会賞　表彰

　　2023年３月

　　　鍼灸マッサージ科

　　　鍼灸科

　　　柔道整復科

　　　鍼灸マッサージ教員養成科

2022年度　事業計画

令和４年度　予　　　算
（令和４年４月１日～令和５年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和３年度決算 令和４年度予算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 5,495,137 5,399,333
２．100周年記念準備金取崩 0 0
３．会 費 4,680,000 4,530,000 新会員＠30,000×151名
４．預 金 利 子 105 1,000
５．補 助 金 0 500,000
６．雑 収 入 1,013,060 800,000

収　入　合　計 11,188,302 11,230,333
支出の部
費　　　　　目 令和３年度決算 令和４年度予算 備　　　　　　考

１．運 営 費 3,163,319 3,630,000
　⑴人 件 費 0 0
　⑵一 般 経 費 3,163,319 3,630,000
　　　什 器 備 品 費 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 複写機リース料、パフォーマンスチャージ等
　　　消 耗 品 費 0 0
　　　通 信 費 2,385,839 2,400,000 くれたけだより
　　　交 通 費 0 400,000 役員会他交通費
　　　印 刷 費 777,480 800,000 くれたけだより
　　　会 議 費 0 30,000
　　　雑 費 0 0
２．活 動 費 1,625,650 2,200,000
　⑴総 会 費 0 100,000 特別講演費用
　⑵理 事 会 費 0 0
　⑶呉 竹 祭 費 0 0
　⑷表 彰 費 40,000 60,000 功労者表彰
　⑸学 校 行 事 協 賛 費 0 60,000 柔道大会
　⑹慶 弔 費 0 100,000
　⑺広 報 費 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0
　⑼支 部 補 助 費 552,150 700,000 支部会事務費
　⑽支 部 発 足 準 備 費 0 0
　⑾学内同好会補助費 0 80,000 ４同好会
　⑿学内研究等補助費 300,000 300,000
　⒀コロナ対策助成金 733,500 800,000
３．基 金 組 入 額 0 0
４．特 別 会 計 組 入 額 1,000,000 1,000,000
　⑴運 営 活 動 準 備 0 期末残高 0円
　⑵100 周年記念準備 1,000,000 1,000,000 期末残高 200万円
　　予備費／次期繰越金 5,399,333 4,400,333

支　出　合　計 11,188,302 11,230,333

令和３年度　決 算 報 告 書
（令和３年４月１日～令和４年３月31日）

収入の部 （単位：円）
費　　　　　目 令和３年度予算 増減（決算−予算） 令和３年度決算 備　　　　　考

１．前 期 繰 越 金 5,495,137 0 5,495,137
２．100周年記念準備金取崩 0 0 0
３．会 費 4,680,000 0 4,680,000 新会員＠30,000×156名
４．預 金 利 子 1,000 −895 105
５．補 助 金 0 0 0
６．雑 収 入 800,000 213,060 1,013,060

収　入　合　計 10,976,137 212,165 11,188,302
支出の部
費　　　　　目 令和３年度予算 増減（決算−予算） 令和３年度決算 備　　　　　考

１．運 営 費 3,300,000 −136,681 3,163,319
　⑴人 件 費 0 0 0
　⑵一 般 経 費 3,300,000 −136,681 3,163,319
　　　什 器 備 品 費 0 0 0
　　　機 器 保 全 費 0 0 0
　　　消 耗 品 費 0 0 0
　　　通 信 費 2,100,000 285,839 2,385,839 くれたけだより他送料
　　　交 通 費 400,000 −400,000 0 役員会他交通費
　　　印 刷 費 800,000 −22,520 777,480 くれたけだより他印刷費
　　　会 議 費 0 0 0
　　　雑 費 0 0 0
２．活 動 費 1,560,000 65,650 1,625,650
　⑴総 会 費 270,000 −270,000 0（中止）
　⑵理 事 会 費 50,000 −50,000 0（中止）
　⑶呉 竹 祭 費 0 0 0（中止）
　⑷表 彰 費 60,000 −20,000 40,000 卒業式記念品代
　⑸学 校 行 事 協 賛 費 60,000 −60,000 0（中止）
　⑹慶 弔 費 100,000 −100,000 0
　⑺広 報 費 0 0 0
　⑻学 術 研 究 費 0 0 0
　⑼支 部 補 助 費 700,000 −147,850 552,150 支部会事務費
　⑽支 部 発 足 準 備 費 0 0 0
　⑾学内同好会補助費 20,000 −20,000 0 同好会補助
　⑿学内研究等補助費 300,000 0 300,000
　⒀コロナ対策助成金 0 733,500 733,500 緊急補正
３．基 金 組 入 額 0 0 0
４．特 別 会 計 組 入 額 1,000,000 0 1,000,000
　⑴運 営 活 動 準 備 0 0 0
　⑵100 周年記念準備 1,000,000 0 1,000,000 期末残高 1,000,000円
　　予備費／次期繰越金 5,116,137 283,196 5,399,333

支　出　合　計 10,976,137 212,165 11,188,302

上記のとおり報告いたします。
　　　　　　2022年３月31日　　　　　　　　会　長　牛込　信喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副会長　金谷　義孝 ㊞

この収支決算は監査の結果適正であることを認めます。
　　　　　　2022年５月11日　　　　　　　　監　事　内山　真喜 ㊞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　長尾　雅人 ㊞

呉
竹
会
総
会
・
講
演
会
を
開
催

基 金 受 入 状 況
（昭和57年４月１日～令和４年３月31日）　　　　　　　　　　　　　　　（単位：円）
年度別 会員よりの受入 呉竹会より 受入合計 利息組入

取崩
呉竹学園 100周年記念
事業募金への寄付金

基金合計人数 金額
前年度繰越金額 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,361,089 △ 5,000,000 31,374,362
令和３年度 0 0 0 0 544 0 0

計 996 12,498,647 13,514,626 26,013,273 10,361,554 △ 5,000,000 31,374,906

くれたけだより　令和４年　秋号第54号　 2令和４年10月１日



　

二
〇
二
二
年
八
月
六
日
か
ら
八
月

十
日
に
か
け
、
石
川
県
七
尾
市
で
行

わ
れ
た
第
三
十
五
回
和
倉
ユ
ー
ス
大

会
へ
、
ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー

ス
の
学
生
三
人
と
、
教
職
員
三
人
の

計
六
人
（
教
職
員
二
人
は
前
後
半
で

交
代
）
で
参
加
し
ま
し
た
。

　

本
大
会
は
、
高
校
サ
ッ
カ
ー
の
強

豪
校
や
Ｊ
リ
ー
グ
の
ユ
ー
ス
チ
ー
ム

が
一
堂
に
会
す
る
ユ
ー
ス
年
代
最
大

級
の
サ
ッ
カ
ー
大
会
の
一
つ
で
、
総

チ
ー
ム
数
は
四
十
八
チ
ー
ム
、
参
加

者
が
約
千
人
の
大
規
模
な
大
会
で

す
。

　

今
回
は
株
式
会
社The StadiuM

（
以
下StadiuM

）
の
ご
紹
介
に
よ

り
学
校
と
し
て
ケ
ア
ブ
ー
ス
を
設
置

し
、
ス
ー
パ
ー
ト
レ
ー
ナ
ー
コ
ー
ス

受
講
生
の
中
か
ら
希
望
者
を
募
り
、

四
泊
五
日
の
イ
ン
タ
ー
ン
研
修
と
な

り
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
ケ
ア
ブ
ー
ス
に
訪

れ
る
選
手
た
ち
に
試
合
前
・
試
合
後

の
ス
ト
レ
ッ
チ
ケ
ア
の
対
応
、
足
関

節
の
緩
み
や
、
肉
離
れ
再
発
防
止
の

た
め
の
テ
ー
ピ
ン
グ
を
使
用
し
た
固

定
等
をStadiuM

の
先
生
方
の
指

　

初
め
て
の
イ
ン
タ
ー
ン
で
し
た

が
、
授
業
で
や
っ
て
い
る
こ
と
を

し
っ
か
り
発
揮
で
き
、
授
業
で
は
学

べ
な
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
学
べ
た
の

で
、
と
て
も
よ
い
経
験
だ
っ
た
と
感

じ
て
い
ま
す
。

（
藤
井
　
健
斗
）

　

初
め
て
イ
ン
タ
ー
ン
に
参
加
し
、

授
業
だ
け
で
は
得
る
こ
と
の
で
き
な

い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
選
手
に
最
善
の
ケ
ア
す
る

た
め
に
は
学
ん
だ
知
識
と
技
術
そ
し

て
現
場
で
の
経
験
が
重
要
だ
と
痛
感

し
ま
し
た
。
そ
し
て
今
回
選
手
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
通
し
て
何

導
の
も
と
行
い
ま

し
た
。
三
人
共
に

初
め
て
の
イ
ン

タ
ー
ン
研
修
の
た

め
、
初
日
は
不
安

そ
う
な
面
持
ち
で

対
応
し
て
い
ま
し

た
が
、
一
日
に

三
十
～
四
十
人
程

の
選
手
が
ケ
ア

ブ
ー
ス
に
訪
れ
施

術
を
行
っ
て
い
く

中
で
、
徐
々
に
自

信
を
つ
け
、
後
半

　

イ
ン
タ
ー
ン
研
修

参
加
後
、
三
人
の
学

生
に
は
ア
ン
ケ
ー
ト

を
取
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三

人
共
に
参
加
に
つ
い
て
は
「
大
変
満

足
」
と
し
た
う
え
で
、
貴
重
な
経
験

が
で
き
た
こ
と
、
授
業
で
学
ん
で
い

た
手
技
や
テ
ー
ピ
ン
グ
が
活
か
せ
た

こ
と
な
ど
、
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

今
回
の
こ
の
貴
重
な
経
験
を
糧

に
、
こ
れ
か
ら
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
し

て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
最
後

に
な
り
ま
す
が
、
本
大
会
を
ご
紹
介

及
び
、
五
日
間
帯
同
い
た
だ
い
た

StadiuM

の
先
生
方
に
は
改
め
ま
し

て
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
あ
げ

ま
す
。

に
は
選
手
へ
声
掛
け
を
し
て
コ
ン

デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る

な
ど
、
自
ら
考
え
て
対
応
で
き
る
ま

で
に
な
り
ま
し
た
。
五
日
間
帯
同
い

た
だ
い
たStadiuM

の
山
田
晃
広

先
生
か
ら
も
、
最
終
日
の
締
め
く
く

り
の
言
葉
と
し
て
、
学
生
た
ち
が
選

手
の
期
待
に
応
え
よ
う
と
懸
命
に
対

応
し
て
い
た
点
を
称
賛
し
、
ま
た
今

後
は
よ
り
積
極
的
に
イ
ン
タ
ー
ン
研

修
に
参
加
し
自
分
だ
け
の
経
験
を
多

く
積
ん
で
い
っ
て
ほ
し
い
と
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。

が
で
き
る
か
を
考
え
、
実
践
す
る
楽

し
さ
と
自
信
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

（
福
井
比
那
多
）

　

現
場
で
の
選
手
サ
ポ
ー
ト
は
今
回

が
初
め
て
で
し
た
が
、
選
手
か
ら

テ
ー
ピ
ン
グ
が
良
か
っ
た
な
ど
の
声

が
聞
け
て
と
て
も
自
信
に
つ
な
が
り

ま
し
た
。
ま
た
新
た
な
知
識
も
た
く

さ
ん
増
え
課
題
も
多
く
見
つ
か
っ
た

の
で
、
今
回
の
現
場
だ
け
で
終
わ
ら

ず
次
の
現
場
で
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で

き
る
よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

（
松
本
　
　
響
）

和
倉
ユ
ー
ス

和
倉
ユ
ー
ス  

夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
研
修

夏
季
イ
ン
タ
ー
ン
研
修  

実
施
報
告

実
施
報
告

和
倉
ユ
ー
ス
大
会
　
参
加
学
生
感
想
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二
〇
二
二
年
六
月
二
十
七
日

（
月
）、
株
式
会
社i-care

の
神
保
裕

司
先
生
よ
り
お
声
が
け
い
た
だ
き
、

千
葉
県
立
船
橋
北
高
校
へ
全
学
年
を

対
象
と
し
た
出
張
授
業
に
行
き
ま
し

た
。参

加
を
し
て
く
れ
た
学
生
さ
ん
は

野
球
部
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、
サ
ッ

カ
ー
部
な
ど
全
員
が
部
活
動
に
積
極

的
に
参
加
を
し
て
い
る
学
生
さ
ん
で

し
た
。

接
骨
院
に
通
っ
て
い
た
経
験
を
持

つ
学
生
さ
ん
が
多
く
、
そ
の
学
生
さ

ん
た
ち
に
よ
り
深
く
柔
道
整
復
師
の

資
格
や
業
界
に
つ
い
て
認
知
を
し
て

も
ら
い
、
数
あ
る
進
路
の
一
つ
と
し

て
柔
道
整
復
師
を
考
え
て
も
ら
い
た

い
と
の
思
い
を
込
め
て
開
催
さ
れ
た

こ
の
出
張
授
業
は
、
神
保
先
生
に
資

格
や
業
界
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
は
実

際
に
ど
の
よ
う
な
治
療
・
業
務
を

行
っ
て
い
る
か
を
、
説
明
し
て
い
た

だ
く
こ
と
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
熱
意
に
満
ち
た
神
保
先
生
の
説

明
に
、
三
年
生
だ
け
で
は
な
く
今
後

自
身
の
進
路
を
本
格
的
に
考
え
て
い

く
こ
と
と
な
る
一
、二
年
生
も
熱
心

に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
よ

う
な
活
動
で
将
来
、
柔
道
整
復
師
を

目
指
す
高
校
生
が
一
人
で
も
多
く

な
っ
て
く
れ
た
ら
非
常
に
嬉
し
い
と

思
う
気
持
ち
と
共
に
、
よ
り
良
い

人
材
の
育
成
を
目
指
す
株
式
会
社

i-care

の
努
力
に
敬
服
し
ま
し
た
。

神
保
先
生
の
お
話
の
後
は
、
参
加

者
が
全
員
部
活
動
に
参
加
し
て
い
る

学
生
さ
ん
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
私

か
ら
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ
い
て

レ
ク
チ
ャ
ー
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
の
定

番
種
目
で
あ
る
プ
ラ
ン
ク
を
中
心
に

体
験
を
し
て
も
ら
い
、
バ
デ
ィ
を

組
ん
だ
友
達
に
正
し
い
フ
ォ
ー
ム

チ
ェ
ッ
ク
も
お
願
い
し
ま
し
た
。
実

際
に
開
始
を
し
て
み
る
と
さ
す
が
運

動
部
の
学
生
さ
ん
、
非
常
に
き
れ
い

な
フ
ォ
ー
ム
を
キ
ー
プ
で
き
て
い
ま

し
た
。
そ
れ
に
比
べ
デ
モ
で
数
秒
間

し
か
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
わ
な
か
っ

た
は
ず
の
私
の
イ
ン
ナ
ー
マ
ッ
ス
ル

は
、
翌
日
見
事
に
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

効
果
を
発
揮
（
？
）
し
バ
キ
バ
キ
の

筋
肉
痛
。
日
ご
ろ
か
ら
身
体
に
負
荷

を
全
く
か
け
て
い
な
い
自
身
の
不
甲

斐
な
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。

最
後
に
建
石
事
務
長
よ
り
学
校
説

明
を
し
て
い
た
だ
き
、
し
っ
か
り
と

本
校
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
終
了
後
、
参
加
者

に
声
を
か
け
る
と
、
サ
ッ
カ
ー
部
に

所
属
す
る
三
年
生
か
ら
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
に
参
加
を
し
た
い
と
い

う
希
望
が
あ
り
、
出
張
授
業
を
通
し

て
、
仕
事
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
が

で
き
た
か
な
と
嬉
し
く
思
い
ま
し

た
。今

後
も
こ
の
よ
う
な
活
動
を
通
し

て
将
来
の
柔
道
整
復
師
が
一
人
で
も

増
え
て
く
れ
た
ら
と
思
い
ま
す
。

神
保
先
生
、
船
橋
北
高
校
の
学
生

さ
ん
、
教
職
員
の
皆
さ
ん
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
専
任
教
員
：
池
亀

耕
太
）

二
〇
二
二
年
七
月
二
十
五
日
、
都

立
羽
村
高
校
の
男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
部
か
ら
依
頼
を
受
け
て
、
出

張
授
業
に
行
き
ま
し
た
。
羽
村
高
校

か
ら
は
授
業
内
容
に
ス
ト
レ
ッ
チ
と

体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
ご
指
定
い
た

だ
い
た
た
め
、
女
子
ラ
ク
ロ
ス
チ
ー

ム
の
ネ
オ
（
全
国
大
会
三
連
覇
中
）

で
ト
レ
ー
ナ
ー
を
務
め
、
ア
メ
フ
ト

の
ト
レ
ー
ナ
ー
も
す
る
な
ど
ス
ポ
ー

ツ
界
で
活
動
す
る
本
校
柔
整
科
専
任

教
員
で
東
洋
医
学
臨
床
研
究
所
の
紀

平
晃
功
先
生
が
担
当
し
ま
し
た
。

ス
ト
レ
ッ
チ
に
つ
い
て
は
、
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
の
新
兵
千
人
以
上
を
対

象
と
し
た
介
入
研
究
で
ス
ト
レ
ッ
チ

実
施
群
が
非
実
施
群
と
比
べ
て
ケ
ガ

が
少
な
く
な
ら
ず
、
世
界
で
は
ス
ト

レ
ッ
チ
の
ケ
ガ
予
防
効
果
は
低
い
と

考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。
も
ち
ろ
ん
柔
軟
性
の
改
善
に

は
有
効
で
す
が
、
一
方
で
長
時
間
の

ス
ト
レ
ッ
チ
直
後
に
は
筋
力
や
筋
パ

ワ
ー
が
減
少
し
て
負
の
影
響
を
受
け

出
張
授
業
報
告

羽
村
高
校

船
橋
北
高
校

や
す
く
、
二
十
〜
三
十
秒
で
は
こ

れ
ら
の
影
響
が
少
な
い
と
す
る
レ

ビ
ュ
ー
文
献
も
紹
介
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
使
わ

れ
る
下
肢
の
筋
に
対
し
て
短
時
間
の

セ
ル
フ
・
ス
ト
レ
ッ
チ
実
技
を
実
施

し
て
授
業
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ
プ

と
し
ま
し
た
。

ま
た
、
体
幹
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
つ

い
て
は
、
よ
く
行
わ
れ
る
う
つ
伏
せ

で
肘
（
前
腕
）
と
つ
ま
先
で
姿
勢
を

支
え
る
「
プ
ロ
ー
ン
ブ
リ
ッ
ジ
」
と

呼
ば
れ
る
種
目
に
対
し
て
、
四
〇
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
重
り
を
担
い
だ
ス
ク

ワ
ッ
ト
の
ほ
う
が
脊
柱
起
立
筋
の
活

動
が
十
五
倍
以
上
も
高
か
っ
た
と
い

う
研
究
を
紹
介
し
、
専
門
家
の
指
導

を
受
け
つ
つ
高
負
荷
で
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
説
き
、
日

常
で
実
施
で
き
る
高
負
荷
な
体
幹
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
も
実
施
し
て
も
ら
い
ま

し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
分
野
で
も
医
療
分
野
と

同
様
に
近
年
重
視
さ
れ
る
エ
ビ
デ
ン

ス
（
研
究
成
果
）
を
用
い
た
効
率
的

な
方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
校

で
は
高
校
や
大
学
へ
の
出
張
授
業
を

継
続
的
に
行
っ
て
い
き
ま
す
。
専
門

性
の
高
い
教
員
が
分
か
り
や
す
く
面

白
い
授
業
を
丁
寧
に
行
い
ま
す
。
近

隣
で
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。



　

二
〇
二
二
年
六
月
九
日
（
木
）、

三
年
生
を
対
象
と
し
た
企
業
説
明
会

を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
時
期
に
行

う
こ
と
で
、
学
生
が
七
月
〜
八
月
の

就
職
活
動
を
円
滑
に
、
そ
し
て
積
極

的
に
行
う
よ
う
に
促
す
狙
い
が
あ
り

ま
す
。

　

説
明
会
は
四
谷
校
舎
に
お
い
て
鍼

灸
科
、
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科
の
三
年

生
を
対
象
に
実
施
し
た
の
で
す
が
、

従
来
と
違
い
、
今
回
は
学
生
の
自
由

参
加
で
は
な
く
授
業
扱
い
と
し
た
た

め
、
参
加
者
は
従
来
の
二
倍
弱
、
約

百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
事
前
に

八
十
社
以
上
の
企
業
か
ら
参
加
希
望

が
あ
り
ま
し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
対
す
る
配
慮
か
ら

二
十
七
社
に
絞
り
、
説
明
ブ
ー
ス
を

四
教
室
に
分
け
て
設
置
し
、
授
業
ら

し
く
「
企
業
来
校
型
現
場
学
習
会
」

と
し
ま
し
た
。

　

事
前
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
学
生
の
希

望
を
含
め
て
、
一
人
あ
た
り
四
社
程

度
を
、
割
り
当
て
ら
れ
た
タ
イ
ム
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
（
二
十
五
分
説
明
＋
五

分
移
動
）
に
沿
っ
て
、
整
然
と
回
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
学
生
の
感
想

と
し
て
は
、「
あ
ら
か
じ
め
回
る
企

業
が
決
ま
っ
て
い
た
の
で
、
当
日
に

ど
の
企
業
に
行
く
か
悩
む
こ
と
が
な

く
て
良
か
っ
た
」「
各
ブ
ー
ス
の
人

数
が
決
め
ら
れ
て
い
る
の
で
、
安
心

し
て
話
を
聞
け
た
」
と
い
う
意
見
が

あ
る
一
方
、「
回
る
企
業
が
希
望
と

違
っ
た
」
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
そ
れ
こ
そ
が
授
業
な
の

で
す
よ
と
学
生
に
は
言
い
ま
す
。
卒

業
し
た
ら
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
治
療

院
を
自
由
に
訪
問
す
る
こ
と
な
ど
は

で
き
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
学
生
の
特
権

を
生
か
し
て
、
治
療
院
、
病
院
、
訪

問
マ
ッ
サ
ー
ジ
、
ス
ポ
ー
ツ
ト
レ
ー

ナ
ー
、美
容
、介
護
施
設
な
ど
、様
々

な
分
野
の
治
療
院
・
企
業
の
説
明
を

聞
き
、
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
可
能
な
の
で
す
。

　

ま
た
、
六
月
二
十
四
日
（
金
）
は

代
々
木
校
舎
に
お
い
て
、
柔
道
整
復

科
の
三
年
生
を
対
象
に
同
様
の
「
臨

床
医
実
習
施
設
企
業
説
明
会
」
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
校
で
は
三
層
連
携

活
動
を
展
開
し
て
お
り
、
企
業
と
学

校
が
連
携
し
た
教
育
と
医
療
人
材
の

発
掘
を
模
索
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
、
臨
床
実
習
を
受
け
入
れ
て
く
だ

さ
る
治
療
院
・
企
業
は
、
①
臨
床
教

育
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、

②
学
生
に
と
っ
て
将
来
の
就
職
先
で

あ
り
、
③
患
者
と
し
て
治
療
を
受
け

た
高
校
生
が
治
療
家
の
道
を
目
指
す

き
っ
か
け
と
な
る
場
で
も
あ
り
ま

す
。
こ
の
観
点
か
ら
、
臨
床
実
習
指

導
先
企
業
を
優
先
し
て
約
二
十
八
社

に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

柔
道
整
復
師
が
生
か
さ
れ
る
現
場

で
あ
る
、
接
骨
院
、
整
形
外
科
、
介

護
施
設
な
ど
の
先
生
方
か
ら
、
職
場

と
し
て
の
現
状
と
展
望
、
自
分
が
成

長
で
き
る
場
で
あ
る
か
、
働
き
や
す

い
労
働
条
件
な
の
か
、
色
々
な
視
点

か
ら
説
明
を
聞
き
、
自
分
が
企
業
に

選
ば
れ
る
た
め
に
は
、
今
何
を
す
べ

き
か
を
感
じ
て
も
ら
え
た
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
、
医
療
人
と
し
て

優
秀
な
人
材
の
発
掘
、
実
践
力
の
あ

る
臨
床
教
育
、
自
分
に
あ
っ
た
職
場

で
の
就
業
の
三
層
に
お
い
て
、
学
校

と
企
業
が
手
を
携
え
て
業
界
を
発
展

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
幅

広
い
視
野
で
キ
ャ
リ
ア
支
援
を
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
事
務
長
　
建
石
　
泰
三
）

四谷校舎

代々木校舎

企業説明会による企業説明会による
キャリア支援キャリア支援

求人検索システム求人検索システム
「Career Map」のお知らせ「Career Map」のお知らせ

　本学園は、専門職の就活プラットフォーム「Career Map」を導入しております。
　卒業生・在校生の方はスマートフォンやタブレット、パソコンで求人票を検索・閲覧することが
できます。呉竹学園専用の求人を掲載・閲覧することができますので、ぜひご活用ください。

登録は上記二次元コードからアクセスしてください。

・履歴書の作成が可能
・WEB上で求人に直接応募できてスピーディー
・個人プロフィールを公開することで企業・治療院からオファーを受けることが可能
・卒業生の「職場レポート」を閲覧できる便利

なポ
イン
ト
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ま
す
。
そ
ん
な
お
灸
の
可
能
性
を
知

る
貴
重
な
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

（
専
任
教
員
（
同
好
会
顧
問
）：

三
村

直
巳
）

鍼
灸
科
・
鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

で
は
、
女
性
の
方
に
「
は
り
き
ゅ

う
」
と
「
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
身
近

に
触
れ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト

「W
OM
AN'S LABO

」
を
開
催
し

ま
し
た
。

女
性
教
員
二
名
と
女
性
参
加
者
と

で
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の

中
で
行
い
ま
し
た
。

第
一
回
六
月
三
十
日（
木
）は「
お

灸
」、
第
二
回
七
月
二
十
八
日
（
木
）

は
「
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
」、
第
三

回
は
九
月
八
日
（
木
）「
美
容
は
り
」

を
テ
ー
マ
に
セ
ル
フ
ケ
ア
の
方
法
を

お
伝
え
し
ま
し
た
。
三
回
シ
リ
ー
ズ

で
し
た
の
で
三
回
全
て
参
加
し
て
下

さ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

第
一
回
は
湿
邪
に
よ
る「
む
く
み
」

を
テ
ー
マ
に
お
灸
の
セ
ル
フ
ケ
ア
、

特
に
女
性
は
「
む
く
み
」
の
お
悩
み

が
多
い
の
で
東
洋
医
学
の
「
湿
邪
」

の
考
え
方
と
「
む
く
み
」
に
効
果
の

あ
る
ツ
ボ
を
、
教
員
が
参
加
者
お
一

人
お
一
人
の
ツ
ボ
の
位
置
を
触
っ
て

「
こ
こ
で
す
よ
」「
イ
タ
気
持
ち
い
い

と
こ
ろ
」
と
お
伝
え
ま
し
た
。

お
灸
の
前
と
後
の
変
化
を
参
加
者

に
確
認
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
な
ら

ば
簡
単
に
で
き
る
と
の
声
が
出
ま
し

た
。第

二
回
も
「
む
く
み
」
を
テ
ー
マ

に
「
オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
」
を
用
い

た
「
セ
ル
フ
ケ
ア
」
を
行
い
ま
し
た
。

む
く
み
の
原
因
や
あ
ん
摩
・
マ
ッ

サ
ー
ジ
・
指
圧
の
違
い
を
お
伝
え
し
、

教
員
が
触
り
方
や
動
か
し
方
の
見
本

を
見
せ
な
が
ら
自
身
の
足
の
セ
ル
フ

ケ
ア
を
行
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。「
む

く
み
」
が
取
れ
て
ほ
っ
そ
り
し
た
ご

自
分
の
足
を
み
て
参
加
者
か
ら
は
驚

き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

第
三
回
は
「
美
容
は
り
」、
頭
部
・

顔
面
部
の
美
容
に
効
果
の
あ
る
ツ
ボ

の
お
話
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

そ
し
て
東
洋
医
学
の
「
美
容
」
と
は

「
健
康
美
」
で
あ
る
こ
と
と
、
簡
単

な
シ
ー
ル
状
の
鍼
を
用
い
た
「
セ
ル

フ
ケ
ア
」
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
の
た
め
、
マ
ス
ク
は
外
さ
ず

に
効
果
の
あ
る
顎
周
り
、眼
の
周
り
、

上
肢
の
ツ
ボ
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
。

三
回
と
も
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
雰
囲

気
の
中
で
密
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
と
れ
た
た
め
、
参
加
者
か
ら
も

色
々
な
ご
質
問
が
あ
が
り
、
通
常
の

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
は
一
味
違

う
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。
参
加

者
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
教
員
も
元
気

に
な
り
ま
し
た
。

来
年
は
更
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
た
「W

OM
AN'S LABO

」
を

開
催
予
定
で
す
。

（
専
任
教
員
：
深
山

千
歳
）

Ｊ
Ｍ
Ｃ
同
好
会
、通
称
「
お
灸
部
」

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に

よ
る
公
衆
衛
生
上
の
問
題
で
一
年
間

活
動
を
休
止
し
て
い
ま
し
た
が
、
学

生
か
ら
の
強
い
希
望
が
あ
り
、
昨
年

よ
り
学
年
を
分
け
て
最
小
限
の
人
数

に
て
安
全
に
開
催
を
し
て
い
ま
す
。

お
灸
技
術
の
向
上
と
日
本
の
お
灸
文

化
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
る
目
的

で
、
原
則
と
し
て
第
二
・
四
月
曜
日

の
放
課
後
午
後
一
時
三
十
分
〜
三
時

で
活
動
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
仲
良
く
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な

雰
囲
気
で
、
初
め
て
見
る
灸
法
に
接

す
る
と
素
直
に
驚
き
楽
し
ん
で
活
動

し
て
い
ま
す
。今
年
度
の
活
動
で
は
、

棒
灸
、
押
灸
、
紫
雲
膏
灸
、
隔
物
灸

（
し
ょ
う
が
灸
、に
ん
に
く
灸
、塩
灸
、

み
そ
灸
な
ど
）を
取
り
扱
い
ま
し
た
。

棒
灸
や
隔
物
灸
は
、
温
度
刺
激
が
マ

イ
ル
ド
で
持
続
的
な
の
で
心
地
よ
い

の
で
す
が
、
実
は
灸
あ
た
り
を
起
こ

し
や
す
い
と
い
う
こ
と
も
学
び
ま
し

た
。
以
前
は
、
新
潟
県
に
あ
る
モ
グ

サ
工
場
に
見
学
に
行
き
、
日
本
で
発

展
し
た
モ
グ
サ
製
造
技
術
の
繊
細
さ

に
触
れ
て
感
銘
を
受
け
る
機
会
も
あ

り
ま
し
た
。

一
口
に
お
灸
と
言
っ
て
も
多
彩
な

灸
法
が
あ
り
、
温
度
特
性
も
様
々
で

す
。
こ
れ
ら
の
温
度
刺
激
を
駆
使
す

る
こ
と
で
、
実
は
身
体
の
様
々
な
病

態
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
可
能
と
な
り

教
員
養
成
科
で
唯
一
の
同
好
会
、

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
を
紹
介
し
ま

す
。
顧
問
は
、
教
員
養
成
科
講
師
で

サ
ッ
カ
ー
経
験
者
の
近
藤
常
正
先
生

で
、
代
々
木
の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト

に
て
月
に
一
度
活
動
し
て
い
ま
す
。

近
藤
先
生
に
は
毎
週
木
曜
日
に
午
前

は
一
年
生
「
中
医
臨
床
」
の
授
業
、

午
後
は
附
属
施
術
所
の
臨
床
実
習

を
ご
担
当
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会
の
始

ま
り
は
二
〇
一
二
年
。
教

員
養
成
科
の
三
十
期
生

（
現
在
の
一
年
生
は
四
十

期
生
）
が
中
心
と
な
り
、

学
生
同
士
の
親
睦
を
深
め

る
目
的
で
月
に
二
〜
三
回

の
活
動
を
中
心
に
、
夏
休

み
に
は
新
潟
県
の
湯
沢
や

千
葉
県
の
富
津
で
合
宿
、

葛
西
臨
海
公
園
で
Ｂ
Ｂ
Ｑ

を
行
っ
て
い
ま
し
た
。

こ
の
同
好
会
で
は
一
・

二
年
生
の
交
流
、Ｏ
Ｂ（
卒

業
生
）
と
の
繋
が
り
を
何
よ
り
大
切

に
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
三
年
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
や
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

症
の
影
響
で
月
に
一
回
程
度
の
活
動

に
減
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
は
一
年
生
が
た
く
さ
ん
加
入

し
、
現
在
は
約
二
十
名
で
の
活
動
と

な
っ
て
い
ま
す
。
フ
ッ
ト
サ
ル
を
楽

し
む
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
勉
強
で
忙

し
い
学
生
の
運
動
不
足
の
解
消
、
ス

ト
レ
ス
発
散
、同
好
会
運
営
の
勉
強
、

仲
間
へ
の
思
い
や
り
な
ど
、
こ
れ
か

ら
の
人
生
に
何
か
役
に
立
て
る
こ
と

が
あ
れ
ば
、
と
い
う
近
藤
先
生
の
考

え
の
も
と
続
い
て
い
る
同
好
会
で
あ

り
ま
す
。
学
生
の
就
職
に
お
い
て
も

Ｏ
Ｂ
に
気
楽
に
相
談
で
き
る
環
境
を

作
っ
て
お
き
た
い
な
…
と
。
こ
れ
か

ら
も
積
極
的
に
活
動
を
行
い
、
教
員

養
成
科
の
伝
統
と
し
て
繋
い
で
い
っ

て
も
ら
い
た
い
で
す
。

（
講
師
：
近
藤

常
正
／

専
任
教
員
：
大
島
三
千
恵
）

WOMAN'S LABOWOMAN S LABOWOMAN'S LABO
同
好
会

同
好
会

実
施
報
告

実
施
報
告

女性限定のイベント

お
灸
部

フ
ッ
ト
サ
ル
同
好
会 クオカード配布報告
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昨
年
好
評
を
い
た
だ
い
た
上
海
中

医
薬
大
学
オ
ン
ラ
イ
ン
中
医
セ
ミ

ナ
ー
を
、
今
年
も
二
〇
二
二
年
八
月

一
日
～
八
月
三
日
に
わ
た
り
呉
竹
学

園
三
校
（
東
京
医
療
専
門
学
校
・
呉

竹
鍼
灸
柔
整
専
門
学
校
・
呉
竹
医
療

専
門
学
校
）
に
て
合
同
開
催
し
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
続
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
一
時
は

オ
ン
ラ
イ
ン
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
も
危

ぶ
ま
れ
ま
し
た
が
、
上
海
中
医
薬
大

学
の
先
生
方
の
ご
尽
力
の
お
陰
で
、

今
年
は
新
た
な
病
院
施
設
の
見
学
に

加
え
、
女
性
領
域
、
推
拿
の
応
用
実

技
、
ス
ポ
ー
ツ
疾
患
に
対
す
る
針
灸

治
療
、
中
医
診
断
学
（
舌
診
・
弁

証
）
な
ど
、
計
七
講
座
か
ら
の
募
集

と
な
り
、
総
勢
百
十
六
名
の
学
生
の

皆
さ
ま
に
お
申
し
込
み
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
岳
陽
医
院
（
病
院
）
の
小
児
推
拿

科
の
中
継
で
は
、
日
本
で
は
あ
ま
り

見
か
け
る
こ
と
の
な
い
子
ど
も
に
対

し
て
推
拿
技
術
を
用
い
た
治
療
風

景
、
ま
た
鍼
灸
科
の
診
察
中
継
も
担

当
医
師
に
直
接
通
訳
を
介
し
て
質
問

を
し
な
が
ら
見
学
が
で
き
、
実
際
の

医
療
現
場
で
の
中
医
学
の
浸
透
を
感

じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
新
た
な
推
拿
実
技
授
業
で
は
、

習
っ
た
手
技
を
画
面
を
通
し
て
先
生

に
確
認
し
て
い
た
だ
く
場
面
も
あ

り
、
本
学
園
の
学
生
さ
ん
方
も
積
極

的
に
画
面
を
開
示
し
、
短
い
時
間
で

す
が
修
得
に
努
め
て
い
ま
し
た
。

　
各
講
座
の
授
業
の
最
後
に
は
、「
来

年
は
上
海
で
会
い
ま
し
ょ
う
！
」
と

先
生
方
よ
り
お
言
葉
を
い
た
だ
き
、

参
加
者
の
学
生
さ
ん
も
「
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
！
謝
謝
！
」
と
笑

顔
で
終
え
ま
し
た
。
ま
た
安
心
し
て

現
地
で
学
べ
る
日
が
訪
れ
る
こ
と
を

願
い
ま
す
。

（
東
京
医
療
専
門
学
校

�

事
務　

由
井　

孝
枝
）

本紙面におきまして、皆様に雑誌の欠号分の寄贈をお願いしておりました。
この度、『中医臨床』と『伝統鍼灸』の欠号分のご寄贈をいただきまして、全号が整い製本から戻
りましたのでご報告いたします。
ご寄贈いただきました本校Ｈ先生、養成科１期Ａ先生、本当にありがとうございました。
100 周年に向け今後も収集をしてまいりますので、どうぞお願い致します。
なお、個人的になりますが、雑誌の欠号収集をし始めて８年目で悲願の初コンプリート！
しかも２雑誌！うれしすぎて、寄贈の欠号分を確認する手が震えました。

寄贈とは別のお願いですが、四谷の図書室に卒業生が著作した書籍を集めた本棚を新設しようと
考えております。
目的は、在校生に卒業生の活躍を書籍から伝えることと考えておりますので、プロフィール等を
開示でき、著作の本を寄贈して頂ける卒業生の方は図書係までご連絡いただければ幸いです。
� （収集係　棚辺　鈎太）

四 谷 図 書 室 か ら ご 報 告 とお 願 い
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井
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川
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年
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久
留
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子
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９
年
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田
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照

昭
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年

小
林
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井
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之

平
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年

飯
田

勝
己

昭
55
年

伊
澤

政
男

昭
50
年

上
野

唯
尊

平
５
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勝
又

俊
雄

昭
59
年

栗
原

千
春

平
５
年

小
林

弘
江

昭
61
年

齋
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子

平
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杉
田

昌
彦
※
平
５
年

住
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征
三
※
昭
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年

高
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直
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昭
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年
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利
勝

昭
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田
中
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平
４
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平
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亮

昭
56
年

村
居
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山

エ
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男
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52
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昭
52
年

鈴
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平
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年

鹿
島

功
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平
４
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桐
谷
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り
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平
25
年
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山

美
歩

平
17
年

前
田

和
子

平
２
年

望
月

貴
夫

平
９
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「
く
れ
た
け
だ
よ
り
秋
号
」
で
お
願
い
し
て
お
り
ま
す
維
持
会
費

に
つ
き
ま
し
て
、
令
和
三
年
度
後
期
か
ら
令
和
四
年
度
前
期
ま
で

に
九
十
七
名
の
方
々
よ
り
三
十
四
万
六
千
円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

皆
さ
ま
方
の
ご
協
力
に
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

今
号
の
ご
協
力
者
一
覧
に
は
、
令
和
三
年
九
月
一
日
よ
り
令
和

四
年
八
月
三
十
一
日
ま
で
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
の
ご
芳
名
・

卒
業
学
科
（
二
学
科
以
上
を
ご
卒
業
の
方
は
ご
芳
名
の
下
に
※
を

記
載
）・
卒
業
年
を
記
載
し
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
金
額
の
記
載
は

省
略
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

本
年
九
月
以
降
に
維
持
会
費
に
ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
つ

き
ま
し
て
は
、
来
年
度
の
「
く
れ
た
け
だ
よ
り
秋
号
」
に
掲
載
予

定
で
ご
ざ
い
ま
す
。
校
友
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
引
き

続
き
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
何
卒
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

維
持
会
費
協
力
者
一
覧

鍼
　
　
灸
　
　
科

柔
道
整
復
科

教
員
養
成
科

ご協力ありがとう
ございます

マ
ッ
サ
ー
ジ
科

鍼
灸
マ
ッ
サ
ー
ジ
科

2022 年維持会費の納入にご協力をお願いします

維持会費とは
呉竹会では、会報発行や、各種呉竹会行事の運営など、様々な活動をご

支援いただくため、維持会費の納入を「くれたけだより」秋号に振込用紙
を入れ、皆様方にお願いしております。
維持会費は主に、学校と卒業生を繋ぐ「くれたけだより」の発行に大き

な役割を果たしております。
また、現役在校生が 10 月に開催する「呉竹祭」を支える役割も果たし

ております。
これからの東京医療専門学校・呉竹会発展のためにも、ご協力の程よろ

しくお願い申し上げます。

維持会費振込先
一口 1,000 円以上での納入をおねがいしております。
「くれたけだより」をお送りしている宛名の用紙が振込用紙（郵便局）
になっています。
郵便振込以外で納入される場合は下記の銀行口座をご利用ください。
みずほ銀行　四谷支店　普通預金口座　口座番号：1462711
口座名義：呉竹会
※振込人入力例：
登録番号 [123456（H-1234）宛名に印字されています）＋クレタケ　タロウ
必ず登録番号とお名前（カタカナ）を付けてお振り込みください。

「登録番号」の記入がないため、お振込人が判明できない場合がござい
ますのでご注意ください。

〒160-0008 
東京都新宿区四谷三栄町16-12

東京医療専門学校内
電話 03-3341-4043
FAX 03-3358-3976

ホームページ
https://www.kuretake.ac.jp/

発 行 所

呉 竹 会東京医療
専門学校

在校生の学校生活はもちろん、教職員・卒業生のコト、イベ
ント情報（ゼミや勉強会）学校周辺ネタ、業界最新情報などな
ど、日々更新中です！
タメになること、楽しい情報を発信していますので、ぜひフォ
ロー＆「いいね！」
お願いします！ こんな情報あったら
いいな、というご意見も大歓迎です☆彡

東京医療専門学校の公式 SNSはご存知ですか？

東京医療専門学校 公式S S
フ

「呉竹学園チャンネル」 ●LINE ●Twitter ●Facebook ●Instagram ●東京医療専門
学校
　ホームページ

こちらから

フォローし
てね！
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